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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,91 44,91 +0,00 45,65 -0,74

USD / BRL Spot BRL 2,2755 2,2770 +0,0015 2,2210 +0,0560

USD / JPY Spot JPY 102,19 102,26 +0,07 101,30 +0,96

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 56.613 56.442 -171 54.786 +1.656

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 162,3 158,3 -4,0 147,2 +11,1

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,95 11,93 -0,02 12,13 -0,20

DI Future Oct15（金利先物） % 11,27 11,26 -0,01 11,02 +0,24

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,234 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 293,8 291,8 -2,0 297,1 -5,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 8月11日

昨日のドルレアルスポット相場は地政学リスクへの懸念や介入警戒が交錯して上下動する展開でした。
朝方はウクライナでの緊張の高まりを受けて前日比レアル安の２．２８台前半から始まりました。しかし、前日
にスワップロールオーバーの増額により中銀が介入姿勢を強めたこともあり、レアル売りは続かず２．２７台
後半へレアルは買い戻されました。その後は材料難から２．２７台半ば近辺でもみ合いとなり、結局２．２７台
後半で引けています。

レアル相場は２．３０を一時的に超えてレアル安となりましたが、中銀がスワップロールオーバーを増額した
ことで一旦落ち着く形となっています。最近のレアル安へのスピードが速かったこともありマーケットが調整
するきっかけになったと思われます。その意味では介入プログラムによるコントロールが機能していることに
なりますが、２．３０は心理的なものに過ぎず中銀が断固として防衛する水準というよりはレアル安のスピード
を抑えるためにスムージングオペレーションを行っているということでしょう。足許の動きは、地政学リスクの
高まりや米国の利上げ観測などがレアル安圧力となって現われている面もありますが、マーケットは徐々に
ブラジルの経済ファンダメンタルズ悪化を反映する為替水準を模索しているように見えます。
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